
ひょうご人権ジャーナル

ひろげよう こころのネットワーク

兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発協会

兵庫県人権啓発活動
シンボルマーク

2011年
（平成23年） 6

女
性

と
も
に

輝
く
時
間
を
求
め
て

と

　
　き

特
集
テ
ー
マ

6月23日～29日 男女共同参画週間
「男女共同参画社会基本法」の目的と基本理念に関
する国民の理解を深めるため、同法が公布された6月
23日から1週間を設定。その間に男女共同参画社会
を促進する各種行事などが全国的に実施されます。

F l o w e r  S h o p

データで見る兵庫県の男女共同参画

三崎秀央さん（兵庫県立大学経営学部教授）

2

赤穂らじお（赤穂市）

ともに働きやすい社会をめざして
－ ダイバーシティ・マネジメント －

3

従業員のニーズにこまやかに対応し
だれもが長く働ける職場に
山陽特殊製鋼株式会社（姫路市）

女子学生の保守化と男女共同参画社会
片桐新自さん（関西大学社会学部教授）

ひょうごDV被害者支援連絡会（HYVIS）

4

DVのない社会の実現をめざして

まちのKIZUNAリポート6
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　兵庫県や兵庫県議会、地方4団体が中心になって、民
間団体の協力も得て「東日本大震災兵庫県義援金募集委
員会」を設立し、被災者支援のための義援金を受け付けて
います。阪神・淡路大震災では国内外から多くの支援をい
ただき、互いに助け合うことの大切さを学びました。この
教訓を生かし、温かい支援を送りましょう。

（公財）兵庫県人権啓発協会　〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15　県立のじぎく会館内
　　　　　　　　　　　　　TEL 078（242）5355　FAX 078（242）5360 info＠hyogo-jinken.or.jp

兵庫県人権啓発協会 検索 2011（平成23）年6月発行

　毎月、新刊図書を紹介していますが、今月号の
「くじけないで」を決めるにあたり、書店や図書館
で何冊かの詩集を見ていると、言葉の持つ力の
大きさをあらためて実感します。一言一句が人
の心を動かし、考えるきっかけを与える。その影
響の大きさは測り知れません。

　対して本誌「きずな」の編集においても、多く人から意見が寄せ
られ、あらゆる立場の人々に配慮しながら作っていますが、後日読
み返すと、不十分な箇所が多々あり反省することしきりです。詩集
にある「ことば」という作品を読んであらためて、そのことを考えさ
せられました。寄稿や取材を受けてくださった皆さんの思いを間
違いなく県民の方々に伝えるため、勉強の日々が続きます。（田中）

ハーフ
タイム

受付期間／ 6月30日（木）まで
募金方法／下記口座にお振り込みいただくか、募金箱（県機関
　　　　　や市町機関などに設置）にお願いします。

問い合わせ窓口／東日本大震災兵庫県義援金募集委員会事務局（兵庫県防災企画課内）
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078（362）9898・9870（9:00～18:00） ※当分の間は土曜、日曜、祝休日も対応
FAX 078（362）9911・9914

※振込手数料が別途必要です
※この口座は税法上の寄附金控除、法人税法上の損金算入の対象となります

全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間

神戸地方法務局・兵庫県人権擁護委員連合会

　人権啓発のラッピングバスをご存じですか。絵本
作家、永田萠さんによる妖精たちがクローバー畑で
遊んでいるイラストが車体側面に描かれ、道行く人た
ちの目を楽しませています。阪神（阪神バス）、東播
磨・中播磨・西播磨（神姫バス）、淡路（淡路交通）の
各地域で運行中です。

人権擁護委員・法務局職員が「いじめ」や児童虐待など、子どもに関するさまざまな人
権問題について電話相談を受け付けます。秘密は厳守します。
●期間／6月27日（月）～7月1日（金）8:30～19:00、7月2日（土）・3日（日）10:00～17:00
●相談電話番号／ TEL 0120-007-110（全国通話無料）

小野市男女共同参画センター
講演会

●日時／ 6月26日（日）14：30～16：30
●場所／小野市うるおい交流館エクラホール ※神戸電鉄小野駅から、らんらんバスで約7分
●テーマ・講師／「デートDVと恋愛」上村茂仁さん（ウィメンズクリニック・かみむら院長）
●問い合わせ／小野市男女共同参画センター　TEL 0794（62）6765（要申し込み）

加古川市
明日をひらく人権のつどい

●日時／ 6月26日（日）14:00 ～
●場所／加古川市民会館　※JR「加古川駅」からバス「市役所前」下車すぐ
●内容／コンサート「心に届く愛の音色～女と男のハーモニー」　出演:ESPERANZA
●問い合わせ／加古川市人権施策推進課　TEL 079（427）9356（要申し込み）

人権啓発バスが運行中です

イベントガイド

郵便振替口座：00910-3-322340
口 座 名 義：東日本大震災兵庫県募集委員会

「東日本大震災兵庫県義援金」を受け付け中です
東日本大震災で被災された多くの方々に心からお見舞い申しあげます。
阪神・淡路大震災の被災地から温かい支援を送りましょう。

ひと ひと エ ス ペ ラ ン サ



女性特集

兵
庫
県
で
は「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」や「
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」な
ど
に
基
づ
き
、職
場
や
生

活
の
場
で
の
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
男
は
仕
事
、女
は
家
事
」と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
の
も
と
、女
性
が
十
分
に
社
会
参
画
で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
へ
の
人
権
侵
害
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

性
別
に
関
係
な
く
、職
場
、家
庭
、地
域
で
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
ち
、そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
性

特集
メッセージ

　最
近
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
欄
に「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
を
載
せ
る
企
業
が
増
え
て

き
ま
し
た
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は「
多
様
性
」と

い
う
意
味
で
す
。
性
別
や
年
齢
と
い
っ
た
人
口
統

計
学
的
な
多
様
性
も
あ
れ
ば
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

や
知
識
と
い
っ
た
内
面
的
な
多
様
性
も
あ
り
得
ま

す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
Ｄ

Ｍ
）と
は
、こ
れ
ら
の
多
様
性
を
活
か
す
経
営
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　な
ぜ
、Ｄ
Ｍ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。や
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま

す
が
、欧
米
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
し
て
き
た

時
代
の
日
本
に
お
い
て
、重
視
さ
れ
て
き
た
の
は

均
一
性・効
率
性
で
す
。
向
か
う
べ
き
方
向
性（
手

本
と
な
る
欧
米
）が
見
え
て
い
る
場
合
、共
通
性

の
高
い
人
た
ち
に
よ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
効
率
的

な
組
織
を
生
み
出
し
、重
要
な
成
功
要
因
と
な
り

ま
し
た
。し
か
し
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
で
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
、創
造
性
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
模
倣
す
る
対
象
が
無
く
な
り
、今
ま
で
に

な
い
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
競
争
優
位

の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　経
営
学
の
組
織
行
動
論
と
い
う
研
究
分
野
で

は
、創
造
的
な
組
織
に
は
、①
よ
り
多
く
の
知
識・

情
報
を
活
用
す
る
、②
知
識・情
報
、解
決
策
を

よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
吟
味
す
る
、③
異
質
な
情

報
や
も
の
の
見
方
か
ら
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ

る
、と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、組
織
成

員
が
均
一
で
あ
る
場
合
に
は
、知
識
も
考
え
方
も

広
が
り
が
な
く
、新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
に
く
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
点
で
、創
造
的
な
組

織
は
、よ
り
多
様
な
人
材
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、女
性
の
活
用
は
企
業
の

社
会
的
責
任
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
し
た
。し
か
し
、企
業
に
お
け
る
多
様

性
が
創
造
的
な
成
果
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、企

業
に
と
っ
て
も
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
れ
が
、採
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　多
様
性
の
源
泉
は
、年
齢
や
性
別
の
ほ
か
に

も
、価
値
観
や
宗
教
、知
識
、性
格
な
ど
、多
様
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を

と
っ
て
み
て
も
、仕
事
一
筋
に
生
き
た
い
人
も
い
れ

ば
、仕
事
以
外
の
時
間
を
大
切
に
考
え
る
人
も
い

ま
す
。ま
た
、仕
事
一
筋
に
生
き
た
い
の
は
山
々
で

あ
る
が
、家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
そ
う
で
き

な
い
人
も
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
違
い
は
、性
別
に

よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
点
で
、

Ｄ
Ｍ
の
基
本
は
、男
女
を
同
列
に
扱
う
と
い
う
も

の
で
も
な
く
、男
女
を
区
別
す
る
の
で
も
な
く
、

個
々
人
の
多
様
性
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。Ｄ
Ｍ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、個
人
個
人
の
能
力
を

ど
う
す
れ
ば
最
大
限
発
揮
で
き
る
の
か
を
考
え
る

こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
逆
説
的
な
言
い
方
に
な
り

ま
す
が
、女
性
だ
け
に
焦
点
を
当
て
な
い
で
、創

造
性
と
個
人
の
能
力
発
揮
に
注
目
す
る
こ
の
よ

う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
定
着
す
れ
ば
、

男
女
共
同
参
画
社
会
も
自
然
と
実
現
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵庫県立大学経営学部教授

データで見る兵庫県の男女共同参画

三崎 秀央さん
み　さき　   ひで　お

も
　ほ
う

ぎ
ん  

み

ともに働きやすい社会をめざして
─ダイバーシティ・マネジメント─

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
生
ま
れ
。
東
京
都
出
身
。
神
戸

商
科
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
福
島
大
学
経
済
学
部
助
教
授
を
経
て
、２
０
0
9

（
平
成
21
）年
か
ら
現
職
。
経
営
学
博
士
。
日
本
労
務
学

会
学
会
賞（
研
究
奨
励
賞
）な
ど
を
受
賞
。
著
書
も
多

数
あ
り
、最
近
は『
人
的
資
源
管
理
│
理
論
と
実
践
』

（
文
眞
堂
）を
共
訳
。

男女共同参画社会の第一歩は、男女が互いの違いを認め、尊重し協力し合うことです。
その実現をめざして、今一度、自分に何ができるのかを考えましょう。

近年、女性が働きやすい職場は増えてきましたが、その一方でDVやセクハラなどの被害が後を絶ちません。
また、仕事と生活の両立に関しては理想と現実のギャップを感じている人も多いようです。

配偶者等からの暴力（DV）相談件数

職場におけるセクシュアル・ハラスメントに関する相談件数

生活の中での仕事、家庭生活、
地域・個人の生活の優先度について（全国）
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希望 現実希望 現実

平成21（2009）年度に、県の配偶
者暴力相談支援センター（県立女
性家庭センター）、県立男女共同
参画センター、県こども家庭セン
ター､健康福祉事務所､県警察本
部等に寄せられた相談は合計
4,406 件に上ります。

男女ともに仕事と家庭生活をバランスよく両立したい
という希望を実現できていません。

仕事

家庭生活

地域・個人の生活

仕事+家庭生活

わからない

仕事+
地域・個人の生活

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」〈平成21（2009）年10月調査〉より

平成22（2010）年度ひょうご男女共同参画白書から

仕事+家庭生活+
地域・個人の生活

家庭生活+
地域・個人の生活

女　性 男　性

企業のセクハラ対策は進んでいます
が、男女雇用機会均等法にかかわる
相談件数のうち、セクハラ関連は約
5割を占め、依然高水準にあります。男

女
共
同
参
画
社
会
へ
の
貢
献

多
様
性
が
生
む
創
造
性

3 2
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や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま

す
が
、欧
米
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
し
て
き
た

時
代
の
日
本
に
お
い
て
、重
視
さ
れ
て
き
た
の
は

均
一
性・効
率
性
で
す
。
向
か
う
べ
き
方
向
性（
手

本
と
な
る
欧
米
）が
見
え
て
い
る
場
合
、共
通
性

の
高
い
人
た
ち
に
よ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
効
率
的

な
組
織
を
生
み
出
し
、重
要
な
成
功
要
因
と
な
り

ま
し
た
。し
か
し
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
で
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
、創
造
性
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
模
倣
す
る
対
象
が
無
く
な
り
、今
ま
で
に

な
い
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
競
争
優
位

の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　経
営
学
の
組
織
行
動
論
と
い
う
研
究
分
野
で

は
、創
造
的
な
組
織
に
は
、①
よ
り
多
く
の
知
識・

情
報
を
活
用
す
る
、②
知
識・情
報
、解
決
策
を

よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
吟
味
す
る
、③
異
質
な
情

報
や
も
の
の
見
方
か
ら
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ

る
、と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、組
織
成

員
が
均
一
で
あ
る
場
合
に
は
、知
識
も
考
え
方
も

広
が
り
が
な
く
、新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
に
く
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
点
で
、創
造
的
な
組

織
は
、よ
り
多
様
な
人
材
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、女
性
の
活
用
は
企
業
の

社
会
的
責
任
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
し
た
。し
か
し
、企
業
に
お
け
る
多
様

性
が
創
造
的
な
成
果
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、企

業
に
と
っ
て
も
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
れ
が
、採
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　多
様
性
の
源
泉
は
、年
齢
や
性
別
の
ほ
か
に

も
、価
値
観
や
宗
教
、知
識
、性
格
な
ど
、多
様
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を

と
っ
て
み
て
も
、仕
事
一
筋
に
生
き
た
い
人
も
い
れ

ば
、仕
事
以
外
の
時
間
を
大
切
に
考
え
る
人
も
い

ま
す
。ま
た
、仕
事
一
筋
に
生
き
た
い
の
は
山
々
で

あ
る
が
、家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
そ
う
で
き

な
い
人
も
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
違
い
は
、性
別
に

よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
点
で
、

Ｄ
Ｍ
の
基
本
は
、男
女
を
同
列
に
扱
う
と
い
う
も

の
で
も
な
く
、男
女
を
区
別
す
る
の
で
も
な
く
、

個
々
人
の
多
様
性
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。Ｄ
Ｍ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、個
人
個
人
の
能
力
を

ど
う
す
れ
ば
最
大
限
発
揮
で
き
る
の
か
を
考
え
る

こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
逆
説
的
な
言
い
方
に
な
り

ま
す
が
、女
性
だ
け
に
焦
点
を
当
て
な
い
で
、創

造
性
と
個
人
の
能
力
発
揮
に
注
目
す
る
こ
の
よ

う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
定
着
す
れ
ば
、

男
女
共
同
参
画
社
会
も
自
然
と
実
現
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵庫県立大学経営学部教授

データで見る兵庫県の男女共同参画

三崎 秀央さん
み　さき　   ひで　お

も
　ほ
う

ぎ
ん  

み

ともに働きやすい社会をめざして
─ダイバーシティ・マネジメント─

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
生
ま
れ
。
東
京
都
出
身
。
神
戸

商
科
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
福
島
大
学
経
済
学
部
助
教
授
を
経
て
、２
０
0
9

（
平
成
21
）年
か
ら
現
職
。
経
営
学
博
士
。
日
本
労
務
学

会
学
会
賞（
研
究
奨
励
賞
）な
ど
を
受
賞
。
著
書
も
多

数
あ
り
、最
近
は『
人
的
資
源
管
理
│
理
論
と
実
践
』

（
文
眞
堂
）を
共
訳
。

男女共同参画社会の第一歩は、男女が互いの違いを認め、尊重し協力し合うことです。
その実現をめざして、今一度、自分に何ができるのかを考えましょう。

近年、女性が働きやすい職場は増えてきましたが、その一方でDVやセクハラなどの被害が後を絶ちません。
また、仕事と生活の両立に関しては理想と現実のギャップを感じている人も多いようです。

配偶者等からの暴力（DV）相談件数

職場におけるセクシュアル・ハラスメントに関する相談件数

生活の中での仕事、家庭生活、
地域・個人の生活の優先度について（全国）
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2.1％
仕事+家庭生活
29.7％

2.5％
9.0％

17.0％

1.2％

13.3％

22.5％

仕事+家庭生活
33.0％

4.8％
6.4％

16.7％

0.9％

2.3％

15.3％

44.2％
2.9％

仕事+
家庭生活
21.1％

2.3％
8.5％

4.2％

1.5％

37.8％

20.1％4.6％

仕事+
家庭生活
21.0％

5.1％
4.6％
5.1％

1.7％

希望 現実希望 現実

平成21（2009）年度に、県の配偶
者暴力相談支援センター（県立女
性家庭センター）、県立男女共同
参画センター、県こども家庭セン
ター､健康福祉事務所､県警察本
部等に寄せられた相談は合計
4,406 件に上ります。

男女ともに仕事と家庭生活をバランスよく両立したい
という希望を実現できていません。

仕事

家庭生活

地域・個人の生活

仕事+家庭生活

わからない

仕事+
地域・個人の生活

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」〈平成21（2009）年10月調査〉より

平成22（2010）年度ひょうご男女共同参画白書から

仕事+家庭生活+
地域・個人の生活

家庭生活+
地域・個人の生活

女　性 男　性

企業のセクハラ対策は進んでいます
が、男女雇用機会均等法にかかわる
相談件数のうち、セクハラ関連は約
5割を占め、依然高水準にあります。男

女
共
同
参
画
社
会
へ
の
貢
献

多
様
性
が
生
む
創
造
性

3 2



女性特集

従
業
員
の
ニ
ー
ズ
に
こ
ま
や
か
に
対
応
し

だ
れ
も
が
長
く
働
け
る
職
場
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、企
業
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ
が
労
働
人
口
の
減
少
対
策
。
特
に
製
造
現
場
に
お
け
る
人
員
の
確
保
は

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
市
に
あ
る
山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
は「
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
と
は
、男
性

に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、男
女
の
区
別
な
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

人
員
確
保
と
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ＤＶのない社会の実現をめざして

ひょうごＤＶ被害者支援連絡会（ＨＹＶＩＳ）

男
性
中
心
の
職
場
に
女
性
が
躍
進

　
同
社
で
は
女
性
従
業
員
の
比
率
を
２
０
２
８

（
平
成
40
）年
３
月
末
ま
で
に
全
体
の
25
％（
現

在
10
％
）に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。そ
の
達
成
の
た
め
に
設
け
て
い
る

の
が
、社
長
直
轄
の「
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」と
、各
職
場
と
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
つ
な
い
で
情
報
や
意
見
を
収
集
、

提
供
す
る「
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」で
す
。

　
両
者
の
話
し
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
改
善
事
例

と
し
て
、帰
宅
が
夜
遅
く
な
る
女
性
従
業
員
の

た
め
通
勤
路
に
街
灯
を
設
置
、妊
婦
ま
た
は
育

児
や
介
護
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
社
宅
住
居

者
に
自
動
車
通
勤
の
認
定
、子
ど
も
の
学
校
行

事
へ
の
参
加
に
配
慮
し
た
半
日
有
給
休
暇
制
度

の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
社
は
、性
別
に

関
係
な
く
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
た
う
え

で
、責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境

整
備
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
改

善
策
は
従
業
員
か
ら
も
好
評
だ
と
い
い
ま
す
。

　
製
造
現
場
で
は
３
交
替
制
で
女
性
従
業
員
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。「
昔
は
男
性
の
職
場
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
で
は
と
も
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま

れ
、成
果
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
」と
人

事・労
政
部
部
長
の
吉
竹
広
喜
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　
管
理
職
を
対
象
に
外
部
講
師
を
招
い
て
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
講
演
会
を
開
催
し
た

り
、妊
娠
中
の
女
性
従
業
員
の
た
め
に
工
場
内

に
休
憩
室
を
整
備
し
た
り
と
、だ
れ
も
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ

の
成
果
も
あ
り
、最
近
の
就
職
希
望
者
の
中
に

は
長
く
働
き
続
け
た
い
こ
と
を
理
由
に
、同
社
に

興
味
を
持
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

仕
事
と
生
活
の
両
立
を
推
進

　
同
社
で
は
、男
性
従
業
員
に
も
育
児
休
暇
の

取
得
を
推
奨
し
、夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
子
育
て
を
促

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と

聞
い
て
、ど
ん
な
こ
と
が
思
い
う
か
び
ま
す
か
？

　
Ｄ
Ｖ
は
、殴
る・蹴
る
、の
の
し
っ
た
り
、人
格

を
お
と
し
め
た
り
す
る
、性
行
為
を
強
要
し
た

り
、生
活
費
を
渡
さ
な
い
、な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

手
段
を
使
っ
て
被
害
者
を
支
配
し
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
国
の
調
査
に
よ
る
と

３
人
に
１
人
の
女
性
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り（
２
０
０
８
年
）、20
人
に
１
人
が
命
に
危

険
が
及
ぶ
ほ
ど
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

（
２
０
０
０
年
）と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
一
方
、被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
、親
族
、友

人
な
ど
に
約
30
％
ず
つ
の
人
が
相
談
し
て
い
ま

す
が
、各
相
談
機
関
に
は
１
〜
３
％
程
度
し
か

相
談
し
て
お
ら
ず
、ど
こ
に
も
相
談
し
な
か
っ
た

人
が
約
50
％
い
ま
す
。２
０
０
１
年
に「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）が
成
立
し（
そ
の
後

２
回
改
正
）、そ
れ
に
基
づ
き
兵
庫
県
で
も
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、被
害
者
支
援
、啓
発
な
ど

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｄ
Ｖ
の
目
撃
は
子
ど
も
へ
の
心
理
的

虐
待
に
あ
た
る
と
児
童
虐
待
防
止
法
に
も
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
も
直
接
暴
力
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、心
に
深
く
傷
を
受
け
て

お
り
、心
身
の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、電
話
相
談

や
、シ
ェ
ル
タ
ー
の
提
供
、フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、外
国
籍
の
人
へ
の
支
援
、Ｄ
Ｖ
防

止
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し

て
見
え
て
く
る
の
は
、被
害
者
が
新
た
な
生
活

を
始
め
る
に
は
、住
居
、当
面
の
生
活
費
、仕

事
、子
ど
も
の
保
育
所
、学
校
な
ど
、生
活
全
般

の
立
て
直
し
が
必
要
で
時
間
も
お
金
も
か
か
る

と
い
う
こ
と
。ま
た
心
身
と
も
に
傷
つ
い
て
い
て

そ
の
回
復
へ
の
長
い
期
間
の
支
援
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
支
援
策
が
徐
々
に
拡
充
さ
れ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、個
別
の
相
談
を
受
け
て
い

る
と
さ
ら
な
る
支
援
の
拡
充
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。ま
た
、外
国
籍
の
人
や
障
が
い
者
、高
齢

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、暴
力
の
な
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、暴
力
の
未
然
防
止

の
た
め
に
若
い
人
へ
の
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発

の
取
り
組
み
の
拡
充
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
も
、今
後
も
よ
り
よ
い
支
援
を
求
め

て
提
言
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
も
し
あ
な
た
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、よ
く
相
談
し
て
く
れ
た
ね
、こ
れ
ま
で
大

変
だ
っ
た
ね
、と
そ
の
人
の
言
葉
を
信
じ
て
、相

談
機
関
の
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
り
、重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
地
域
で
も
広
く
認
識
さ

れ
、Ｄ
Ｖ
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
に
多
く
の
人
や

機
関
が
関
わ
り
、取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

アジア女性自立プロジェクト
団体名 相談日・時間 活動内容 電話番号

水曜11:00～17:00 電話相談、啓発活動 078（734）3633

DV被害に関する相談は、下記のひょうごＤＶ被害者支援連絡会の相談窓口へ
じ ん け ん ガ イ ド

NPO法人女性と子ども支援センター
ウィメンズネット・こうべ

特定非営利活動法人
フェミニストカウンセリング神戸

月曜・水曜・金曜
10:00～16:00（電話相談）

電話相談、シェルター運営、
DV・デートDV啓発講座 090（8196）1702・1705

（シェルター利用相談）

078（731）0324（電話相談）

NGO神戸外国人救援ネット 金曜13:00～20:00 多言語生活相談、
同行支援など 078（232）1290（相談）

078（271）3270

W・Sひょうご 木曜12:00～17:00 電話相談、シェルターの提供など 078（251）9901

月曜～土曜10:00～20:00 カウンセリング（有料） 078（360）6211

月曜13:00～16:00　 電話相談（無料）　　 078（360）5030

Cサポート・こうべ 火曜・木曜15:00～19:00
第2･4土曜11:00～18:00

デートＤＶ防止教育、
防止啓発講座 078（928）2628

兵
庫
県
内
の
す
べ
て
の
女
性
と
子
ど
も
が
、安
心
し
て

す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
作
り
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
、２
０
０
３
年
５
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
相

談
機
関
と
個
人
が
、当
事
者
の
立
場
に
立
っ
た
よ
り

よ
い
支
援
の
た
め
に
、情
報
交
換
や
学
習
会
、提
言
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
連
絡
会（
H
Y
V
I
S
）

特
定
非
営
利
法
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
神
戸

Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８（
３
６
０
）６
２
１
１

【
事
務
局
】

山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社（
姫
路
市
）

取材ノート
から

～ひょうごＤＶ被害者支援連絡会の活動から見えてくること～

出産や育児、介護に関する
支援制度のガイドブック

な
ぐ

け

Purp l e
Ribbon

し
て
い
ま
す
。同
社
は
昨
年
度
、こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
、多
様
な
働
き
方
や
仕
事

と
生
活
の
両
立
推
進
の
仕
組
み
を
先
導
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
企
業
と
し
て「
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
企
業
表
彰
」（
ひ
ょ
う
ご
仕
事

と
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催
）を
受
け
ま
し
た
。

　
結
婚
、出
産
、育
児
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、各
部
門
が
必
要
と

す
る
人
材
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
今
後
の
課

題
と
い
い
ま
す
。他
社
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

近年は製造現場で活躍する女性も増えてきました

取材に協力してくれた人事・労政部の増田伸也さん、吉竹さん、
安達恵理子さん、総務部の見越千絵さん（左から）
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女性特集

従
業
員
の
ニ
ー
ズ
に
こ
ま
や
か
に
対
応
し

だ
れ
も
が
長
く
働
け
る
職
場
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、企
業
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ
が
労
働
人
口
の
減
少
対
策
。
特
に
製
造
現
場
に
お
け
る
人
員
の
確
保
は

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
市
に
あ
る
山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
は「
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
と
は
、男
性

に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、男
女
の
区
別
な
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

人
員
確
保
と
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ＤＶのない社会の実現をめざして

ひょうごＤＶ被害者支援連絡会（ＨＹＶＩＳ）

男
性
中
心
の
職
場
に
女
性
が
躍
進

　
同
社
で
は
女
性
従
業
員
の
比
率
を
２
０
２
８

（
平
成
40
）年
３
月
末
ま
で
に
全
体
の
25
％（
現

在
10
％
）に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。そ
の
達
成
の
た
め
に
設
け
て
い
る

の
が
、社
長
直
轄
の「
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」と
、各
職
場
と
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
つ
な
い
で
情
報
や
意
見
を
収
集
、

提
供
す
る「
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」で
す
。

　
両
者
の
話
し
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
改
善
事
例

と
し
て
、帰
宅
が
夜
遅
く
な
る
女
性
従
業
員
の

た
め
通
勤
路
に
街
灯
を
設
置
、妊
婦
ま
た
は
育

児
や
介
護
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
社
宅
住
居

者
に
自
動
車
通
勤
の
認
定
、子
ど
も
の
学
校
行

事
へ
の
参
加
に
配
慮
し
た
半
日
有
給
休
暇
制
度

の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
社
は
、性
別
に

関
係
な
く
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
た
う
え

で
、責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境

整
備
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
改

善
策
は
従
業
員
か
ら
も
好
評
だ
と
い
い
ま
す
。

　
製
造
現
場
で
は
３
交
替
制
で
女
性
従
業
員
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。「
昔
は
男
性
の
職
場
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
で
は
と
も
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま

れ
、成
果
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
」と
人

事・労
政
部
部
長
の
吉
竹
広
喜
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　
管
理
職
を
対
象
に
外
部
講
師
を
招
い
て
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
講
演
会
を
開
催
し
た

り
、妊
娠
中
の
女
性
従
業
員
の
た
め
に
工
場
内

に
休
憩
室
を
整
備
し
た
り
と
、だ
れ
も
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ

の
成
果
も
あ
り
、最
近
の
就
職
希
望
者
の
中
に

は
長
く
働
き
続
け
た
い
こ
と
を
理
由
に
、同
社
に

興
味
を
持
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

仕
事
と
生
活
の
両
立
を
推
進

　
同
社
で
は
、男
性
従
業
員
に
も
育
児
休
暇
の

取
得
を
推
奨
し
、夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
子
育
て
を
促

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と

聞
い
て
、ど
ん
な
こ
と
が
思
い
う
か
び
ま
す
か
？

　
Ｄ
Ｖ
は
、殴
る・蹴
る
、の
の
し
っ
た
り
、人
格

を
お
と
し
め
た
り
す
る
、性
行
為
を
強
要
し
た

り
、生
活
費
を
渡
さ
な
い
、な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

手
段
を
使
っ
て
被
害
者
を
支
配
し
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
国
の
調
査
に
よ
る
と

３
人
に
１
人
の
女
性
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り（
２
０
０
８
年
）、20
人
に
１
人
が
命
に
危

険
が
及
ぶ
ほ
ど
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

（
２
０
０
０
年
）と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
一
方
、被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
、親
族
、友

人
な
ど
に
約
30
％
ず
つ
の
人
が
相
談
し
て
い
ま

す
が
、各
相
談
機
関
に
は
１
〜
３
％
程
度
し
か

相
談
し
て
お
ら
ず
、ど
こ
に
も
相
談
し
な
か
っ
た

人
が
約
50
％
い
ま
す
。２
０
０
１
年
に「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）が
成
立
し（
そ
の
後

２
回
改
正
）、そ
れ
に
基
づ
き
兵
庫
県
で
も
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、被
害
者
支
援
、啓
発
な
ど

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｄ
Ｖ
の
目
撃
は
子
ど
も
へ
の
心
理
的

虐
待
に
あ
た
る
と
児
童
虐
待
防
止
法
に
も
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
も
直
接
暴
力
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、心
に
深
く
傷
を
受
け
て

お
り
、心
身
の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、電
話
相
談

や
、シ
ェ
ル
タ
ー
の
提
供
、フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、外
国
籍
の
人
へ
の
支
援
、Ｄ
Ｖ
防

止
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し

て
見
え
て
く
る
の
は
、被
害
者
が
新
た
な
生
活

を
始
め
る
に
は
、住
居
、当
面
の
生
活
費
、仕

事
、子
ど
も
の
保
育
所
、学
校
な
ど
、生
活
全
般

の
立
て
直
し
が
必
要
で
時
間
も
お
金
も
か
か
る

と
い
う
こ
と
。ま
た
心
身
と
も
に
傷
つ
い
て
い
て

そ
の
回
復
へ
の
長
い
期
間
の
支
援
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
支
援
策
が
徐
々
に
拡
充
さ
れ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、個
別
の
相
談
を
受
け
て
い

る
と
さ
ら
な
る
支
援
の
拡
充
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。ま
た
、外
国
籍
の
人
や
障
が
い
者
、高
齢

者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、暴
力
の
な
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、暴
力
の
未
然
防
止

の
た
め
に
若
い
人
へ
の
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発

の
取
り
組
み
の
拡
充
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
も
、今
後
も
よ
り
よ
い
支
援
を
求
め

て
提
言
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
も
し
あ
な
た
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、よ
く
相
談
し
て
く
れ
た
ね
、こ
れ
ま
で
大

変
だ
っ
た
ね
、と
そ
の
人
の
言
葉
を
信
じ
て
、相

談
機
関
の
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
り
、重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
地
域
で
も
広
く
認
識
さ

れ
、Ｄ
Ｖ
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
に
多
く
の
人
や

機
関
が
関
わ
り
、取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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し
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に
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せ
る
環
境
作
り
に
貢
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す
る
こ
と

を
目
的
に
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０
０
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月
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ま

す
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る
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間
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関
と
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。
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ぐ
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し
て
い
ま
す
。同
社
は
昨
年
度
、こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
、多
様
な
働
き
方
や
仕
事

と
生
活
の
両
立
推
進
の
仕
組
み
を
先
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的
に
取

り
入
れ
て
い
る
企
業
と
し
て「
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
企
業
表
彰
」（
ひ
ょ
う
ご
仕
事

と
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催
）を
受
け
ま
し
た
。

　
結
婚
、出
産
、育
児
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、各
部
門
が
必
要
と

す
る
人
材
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
今
後
の
課

題
と
い
い
ま
す
。他
社
の
事
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も
参
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に
し
な
が

ら
、よ
り
よ
い
職
場
環
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を
進
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安達恵理子さん、総務部の見越千絵さん（左から）
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詩
人
、柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
。柴
田
さ
ん
は
今
年
1
0
0
歳
で
、

90
歳
代
に
入
っ
て
か
ら
息
子
の
勧
め
で

詩
作
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
詩
集
に
は
、

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
る「
い
の
ち
」の

息
吹
を
取
り
上
げ
た
数
々
の
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
人
生
の
中
で
感

じ
た
親
子
の
き
ず
な
、家
族
を
取
り
巻

く
社
会
と
の
か
か
わ
り
、母
と
し
て
女
性

と
し
て
一
人
の
人
間
と
し
て
感
じ
た
喜
怒

哀
楽
を
素
直
な
言
葉
で
表
現
し
、読
む

人
に
感
銘
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
柴
田
さ
ん
の
足
跡
や
詩

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
、ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。最

近
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
勇

気
と
希
望
を
伝
え
る
詩
も
発
表
し
ま
し

た
。
心
に
残
る
言
葉
は
、こ
の
詩
を
読
む

す
べ
て
の
人
々
に「
今
」の
困
難
を
乗
り

越
え
、「
未
来
」に
向
か
っ
て
生
き
る「
希

望
」と「
元
気
」を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

く
じ
け
な
い
で柴田

ト
ヨ
著（
飛
鳥
新
社
）

き
ず
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜

まちのKIZUNAリポート

赤穂らじお地域密着の番組でまちの活性化を （赤穂市）

女
性
た
ち
の
力
で
開
局

　
義
士
と
塩
の
ま
ち
赤
穂
市
に
昨
年
７
月
に
開
局
し

た「
赤
穂
ら
じ
お
」は
、ス
タ
ッ
フ
が
す
べ
て
市
内
在
住

の
女
性
た
ち
。地
域
密
着
型
の
番
組
で
ふ
る
さ
と
を
元

気
に
す
る
と
と
も
に
、市
外
の
人
に
も
赤
穂
の
魅
力
を

伝
え
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
穂
ら
じ
お
は
Ａ
Ｍ
局
や
Ｆ
Ｍ
局
と
は
異
な
り
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
番
組
を
配
信
し
、パ
ソ
コ
ン
で
番
組

を
聴
く
ウ
ェ
ブ
ラ
ジ
オ
で
す
。ネ
ッ
ト
配
信
を
採
用
し

た
の
は
、取
材
の
模
様
な
ど
を
声
だ
け
で
な
く
、画
像

も
交
え
て
視
覚
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、リ
ス
ナ
ー
に
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。

開
局
時
の
設
備
投
資
を
簡
素
化
で
き
る
の
も
大
き
な

魅
力
で
し
た
。

　
赤
穂
市
に
は
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
地

元
放
送
局
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
表
の
水
野
香

保
里
さ
ん
は「
赤
穂
ら
じ
お
を
通
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
、地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
を

広
げ
、ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
み
ま

す
。番
組
制
作
に
は
、３
年
前
に
開
局
し
た
相
生
ら
じ

お
の
代
表
、出
口
勤
芳
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト
。「
地
域
密
着

の
情
報
ツ
ー
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

活
動
は
充
実
の
一
途
を

　
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、番

組
収
録
は
日
曜
を
中
心
に
月
１
、２
回
行
い
ま
す
。あ

る
ス
タ
ッ
フ
は
番
組
制
作
に
生
き
生
き
と
取
り
組
む

姿
に
、家
族
か
ら「
お
母
さ
ん
、す
ご
い
！
」と
驚
か
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
放
送
し
て
い
る
の
は「
赤
穂
探
検

隊
」や「
赤
穂
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」「
輝
け
赤
穂

の
星
」な
ど
多
彩
で
す
。地
元
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
耳
寄
り
な
情
報
も
し
っ
か
り
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。ま
た
、姫
路
市
に
あ
る「
Ｆ
Ｍ
ゲ
ン
キ
」で

赤
穂
の
旬
の
情
報
を
伝
え
る「
し
お
か
ぜ
モ
ー
ニ
ン
グ
」

と
い
う
番
組（
偶
数
月
第
１
土
曜
の
午
前
８
時
〜
８
時

30
分
）も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、赤
穂
ら
じ
お
の
取
り
組
み
は
赤
穂
市
の

「
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。地
域
に
根
差
し
た
番
組
作
り
は
多

方
面
か
ら
評
価
さ
れ
、水
野
さ
ん
た
ち

は
兵
庫
県
立
大
学
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
座
の

講
師
も
務
め
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は

動
画
の
配
信
や
他
局
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、赤
穂
の
魅
力

を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
」

と
水
野
さ
ん
。一
般
市
民
に
取
材
な
ど

で
番
組
制
作
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

も
検
討
中
だ
と
か
。地
域
に
よ
り
親
し

ま
れ
る
番
組
作
り
を
め
ざ
し
、そ
の
挑

戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

番組は「赤穂らじお」のホームページ（http://ako.netradio.jp/）
で聴くことができます

収録現場は和気あいあいとした雰囲気
水野さんの言い間違いに
周りから笑いが起こります

女性特集

WATCH

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
出
身
。
社
会
学
者
。
社
会
学
は
机

上
の
学
問
で
は
な
く
、「
役
に
立
つ
学
問
」

で
あ
る
こ
と
を
常
に
主
張
し
続
け
て
い
る
。

主
な
著
作
は『
不
安
定
社
会
の
中
の
若
者

た
ち
│
大
学
生
調
査
か
ら
見
る
こ
の
20
年

│
』（
世
界
思
想
社
）、『
歴
史
的
環
境
の
社

会
学
』（
新
曜
社
）、『
社
会
運
動
の
中
範
囲

理
論
│
資
源
動
員
論
か
ら
の
展
開
│
』（
東

京
大
学
出
版
会
）な
ど
が
あ
る
。

監督・脚本・編集：是枝裕和
出演：前田航基、前田旺志郎、大塚寧々、オダギリジョーほか　128分
問い合わせ▶シネ・リーブル神戸 TEL 078（334）2126奇　跡試写室

　両親が離婚し、小学6年生の兄・航一は母親と祖父
母と鹿児島で、4年生の弟・龍之介は父親と博多で暮
らすことに。兄弟の夢は再び家族４人で暮らすこと。祖
父は商店街の仲間に促され、九州新幹線の全線開通
に合わせて「かるかん作り」に取り組み、母親はスー
パーのレジの職に就きます。一方、父親はミュージシャ
ンの活動をしています。
　ある日、兄は九州新幹線の全線開業の日、博多発と
鹿児島発の一番列車がすれ違う瞬間に奇跡が起こり、
願いがかなうという情報を耳にします。弟や兄弟それ

ぞれの友人を誘い、冒険に出ます。担任教師や警察の
目をかわした後、親切な老夫婦に出会った彼らは、いよ
いよ奇跡が起こる瞬間を迎えます。
　大人たちは介入し過ぎず、子どもを信じて見守ること
が子どもたちの内なる力を見事に引き出すことにつな
がります。祖父の作る「かるかん」の味、「ぼんやり（やけ
どクセになる）」が通奏低音を奏で、両親の離婚があっ
ても、子どもはたくましく成長するのだと痛感します。
　6月11日からシネ・リーブル神戸（神戸市中央区）他
で公開。
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■結婚後の女性の仕事 変
化
す
る
若
者
の
意
識

　
私
は
１
９
８
７（
昭
和
62
）年
か
ら
５

年
お
き
に
、関
西
の
複
数
の
大
学
で
学

生
た
ち
の
価
値
観
や
社
会
意
識
に
関
す

る
調
査
を
継
続
し
て
き
て
お
り
、そ
の

中
に
は
、性
別
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て

き
た
慣
習
に
対
す
る
学
生
た
ち
の
意
識

を
尋
ね
た
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、結
婚
の
際
に
夫
婦
の
名

字
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
う
か
、女
性

が
仕
事
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
ど
う
思

う
か
、さ
ら
に
は
家
事
や
育
児
の
分
担

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
っ
た
質
問
で
す
。

そ
の
回
答
傾
向
の
変
遷
を
見
る
と
、

２
０
０
０
年
前
後
を
境
に
学
生
た
ち
の

意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す【
グ
ラ
フ
参
照
】。１
９
８
０
年
代

か
ら
90
年
代
は
、性
別
に
基
づ
い
て
構

築
さ
れ
て
き
た
古
い
慣
習
に
対
す
る
否

定
的
な
意
識
が
確
実
に
増
え
て
い
ま
し

た
が
、２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
伸
び
が

止
ま
り
、２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
実

施
し
た
５
回
目
の
調
査
に
お
い
て
は
明

ら
か
に
逆
転
傾
向
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
逆
転
の
主
役
は
、男
子
学
生
で

は
な
く
女
子
学
生
で
す
。男
子
学
生
は

「
草
食
系
男
子
」が
多
く
な
っ
て
お
り
、

古
い「
男
ら
し
さ
」の
価
値
観
を
継
承
し

て
お
ら
ず
、家
事
も
育
児
も
担
う
気
持

ち
を
当
た
り
前
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
他
方
、女
子
学
生
の
場

合
、そ
の
少
な
く
な
い
割
合
が
、雇
用
機

会
均
等
法
第
１
世
代
が
バ
リ
バ
リ
働
き

続
け
て
独
身
の
ま
ま
40
歳
代
に
突
入
し

た
姿
を
見
な
が
ら
、「
結
局
、仕
事
に
こ

だ
わ
ら
ず
、結
婚
し
て
子
を
持
っ
た
女

性
の
方
が
幸
せ
な
の
だ
」と
結
論
づ
け

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
期
待
す
る
も
の

　
私
は
、そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
見
、ま

た
女
子
学
生
か
ら
直
接「
理
想
は
専
業

主
婦
で
、子
ど
も
の
た
め
に
家
に
い
て

あ
げ
た
い
」と
い
う
意
見
を
聞
く
た
び

に
、こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。「
確
か
に
親

に
な
る
こ
と
は
素
敵
な
こ
と
だ
け
れ

ど
、そ
れ
を
優
先
す
る
た
め
に
、仕
事

を
や
め
る
な
ん
て
発
想
を
し
て
い
て
は

だ
め
だ
よ
。
男
も
女
も
、仕
事
も
家
庭

も
両
立
で
き
る
社
会
に
日
本
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、次
代

を
担
う
君
た
ち
が
、今
の
日
本
社
会
で

は
両
立
は
難
し
い
の
で
、な
ん
て
言
っ
て

い
た
ら
、社
会
の
仕
組
み
は
永
遠
に
変

わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
。私
た
ち
は

仕
事
も
続
け
た
い
し
、家
庭
も
持
ち
た

い
と
言
い
続
け
な
い
と
だ
め
だ
よ
」と
。

　
私
の
言
葉
を
聞
い
て
い
る
女
子
学
生

た
ち
の
顔
に
は「
理
想
は
そ
う
か
も
し
れ

な
い
で
す
が…

」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

で
も
、こ
う
し
た
保
守
化
と
言
っ
て
よ
い

女
子
学
生
た
ち
の
意
識
も
、東
日
本
大

震
災
で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
少
し
期
待
し
て
い
ま
す
。豊
か

す
ぎ
、平
和
す
ぎ
た
日
本
の
中
で
は
、私

生
活
中
心
主
義
で
楽
に
楽
し
く
過
ご
す

の
は
当
た
り
前
で
、そ
の
た
め
に
は
専

業
主
婦
が
い
い
と
い
う
選
択
に
な
っ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、今
回
の
大
震
災
を
経

て
、多
く
の
人
の
心
に
自
分
も
で
き
る

何
か
を
し
な
け
れ
ば
、と
い
う
思
い
が
ふ

つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
て
い
ま
す
。働
く
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。若
い
学
生
た
ち

は
時
代
を
感
じ
取
る
素
直
な
感
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、今
回
の
大
震
災
は
生
き
方
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
り
う
る
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

女子学生の保守化と男女共同参画社会
関西大学社会学部教授　片桐 新自さん

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜
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詩
人
、柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
。柴
田
さ
ん
は
今
年
1
0
0
歳
で
、

90
歳
代
に
入
っ
て
か
ら
息
子
の
勧
め
で

詩
作
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
詩
集
に
は
、

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
る「
い
の
ち
」の

息
吹
を
取
り
上
げ
た
数
々
の
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
人
生
の
中
で
感

じ
た
親
子
の
き
ず
な
、家
族
を
取
り
巻

く
社
会
と
の
か
か
わ
り
、母
と
し
て
女
性

と
し
て
一
人
の
人
間
と
し
て
感
じ
た
喜
怒

哀
楽
を
素
直
な
言
葉
で
表
現
し
、読
む

人
に
感
銘
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
柴
田
さ
ん
の
足
跡
や
詩

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
、ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。最

近
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
勇

気
と
希
望
を
伝
え
る
詩
も
発
表
し
ま
し

た
。
心
に
残
る
言
葉
は
、こ
の
詩
を
読
む

す
べ
て
の
人
々
に「
今
」の
困
難
を
乗
り

越
え
、「
未
来
」に
向
か
っ
て
生
き
る「
希

望
」と「
元
気
」を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

く
じ
け
な
い
で柴田

ト
ヨ
著（
飛
鳥
新
社
）

き
ず
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜

まちのKIZUNAリポート

赤穂らじお地域密着の番組でまちの活性化を （赤穂市）

女
性
た
ち
の
力
で
開
局

　
義
士
と
塩
の
ま
ち
赤
穂
市
に
昨
年
７
月
に
開
局
し

た「
赤
穂
ら
じ
お
」は
、ス
タ
ッ
フ
が
す
べ
て
市
内
在
住

の
女
性
た
ち
。地
域
密
着
型
の
番
組
で
ふ
る
さ
と
を
元

気
に
す
る
と
と
も
に
、市
外
の
人
に
も
赤
穂
の
魅
力
を

伝
え
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
穂
ら
じ
お
は
Ａ
Ｍ
局
や
Ｆ
Ｍ
局
と
は
異
な
り
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
番
組
を
配
信
し
、パ
ソ
コ
ン
で
番
組

を
聴
く
ウ
ェ
ブ
ラ
ジ
オ
で
す
。ネ
ッ
ト
配
信
を
採
用
し

た
の
は
、取
材
の
模
様
な
ど
を
声
だ
け
で
な
く
、画
像

も
交
え
て
視
覚
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、リ
ス
ナ
ー
に
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。

開
局
時
の
設
備
投
資
を
簡
素
化
で
き
る
の
も
大
き
な

魅
力
で
し
た
。

　
赤
穂
市
に
は
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
地

元
放
送
局
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
表
の
水
野
香

保
里
さ
ん
は「
赤
穂
ら
じ
お
を
通
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
、地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
を

広
げ
、ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
み
ま

す
。番
組
制
作
に
は
、３
年
前
に
開
局
し
た
相
生
ら
じ

お
の
代
表
、出
口
勤
芳
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト
。「
地
域
密
着

の
情
報
ツ
ー
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

活
動
は
充
実
の
一
途
を

　
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、番

組
収
録
は
日
曜
を
中
心
に
月
１
、２
回
行
い
ま
す
。あ

る
ス
タ
ッ
フ
は
番
組
制
作
に
生
き
生
き
と
取
り
組
む

姿
に
、家
族
か
ら「
お
母
さ
ん
、す
ご
い
！
」と
驚
か
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
放
送
し
て
い
る
の
は「
赤
穂
探
検

隊
」や「
赤
穂
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」「
輝
け
赤
穂

の
星
」な
ど
多
彩
で
す
。地
元
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
耳
寄
り
な
情
報
も
し
っ
か
り
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。ま
た
、姫
路
市
に
あ
る「
Ｆ
Ｍ
ゲ
ン
キ
」で

赤
穂
の
旬
の
情
報
を
伝
え
る「
し
お
か
ぜ
モ
ー
ニ
ン
グ
」

と
い
う
番
組（
偶
数
月
第
１
土
曜
の
午
前
８
時
〜
８
時

30
分
）も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、赤
穂
ら
じ
お
の
取
り
組
み
は
赤
穂
市
の

「
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。地
域
に
根
差
し
た
番
組
作
り
は
多

方
面
か
ら
評
価
さ
れ
、水
野
さ
ん
た
ち

は
兵
庫
県
立
大
学
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
座
の

講
師
も
務
め
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は

動
画
の
配
信
や
他
局
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、赤
穂
の
魅
力

を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
」

と
水
野
さ
ん
。一
般
市
民
に
取
材
な
ど

で
番
組
制
作
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

も
検
討
中
だ
と
か
。地
域
に
よ
り
親
し

ま
れ
る
番
組
作
り
を
め
ざ
し
、そ
の
挑

戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

番組は「赤穂らじお」のホームページ（http://ako.netradio.jp/）
で聴くことができます

収録現場は和気あいあいとした雰囲気
水野さんの言い間違いに
周りから笑いが起こります

女性特集

WATCH

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
出
身
。
社
会
学
者
。
社
会
学
は
机

上
の
学
問
で
は
な
く
、「
役
に
立
つ
学
問
」

で
あ
る
こ
と
を
常
に
主
張
し
続
け
て
い
る
。

主
な
著
作
は『
不
安
定
社
会
の
中
の
若
者

た
ち
│
大
学
生
調
査
か
ら
見
る
こ
の
20
年

│
』（
世
界
思
想
社
）、『
歴
史
的
環
境
の
社

会
学
』（
新
曜
社
）、『
社
会
運
動
の
中
範
囲

理
論
│
資
源
動
員
論
か
ら
の
展
開
│
』（
東

京
大
学
出
版
会
）な
ど
が
あ
る
。

監督・脚本・編集：是枝裕和
出演：前田航基、前田旺志郎、大塚寧々、オダギリジョーほか　128分
問い合わせ▶シネ・リーブル神戸 TEL 078（334）2126奇　跡試写室

　両親が離婚し、小学6年生の兄・航一は母親と祖父
母と鹿児島で、4年生の弟・龍之介は父親と博多で暮
らすことに。兄弟の夢は再び家族４人で暮らすこと。祖
父は商店街の仲間に促され、九州新幹線の全線開通
に合わせて「かるかん作り」に取り組み、母親はスー
パーのレジの職に就きます。一方、父親はミュージシャ
ンの活動をしています。
　ある日、兄は九州新幹線の全線開業の日、博多発と
鹿児島発の一番列車がすれ違う瞬間に奇跡が起こり、
願いがかなうという情報を耳にします。弟や兄弟それ

ぞれの友人を誘い、冒険に出ます。担任教師や警察の
目をかわした後、親切な老夫婦に出会った彼らは、いよ
いよ奇跡が起こる瞬間を迎えます。
　大人たちは介入し過ぎず、子どもを信じて見守ること
が子どもたちの内なる力を見事に引き出すことにつな
がります。祖父の作る「かるかん」の味、「ぼんやり（やけ
どクセになる）」が通奏低音を奏で、両親の離婚があっ
ても、子どもはたくましく成長するのだと痛感します。
　6月11日からシネ・リーブル神戸（神戸市中央区）他
で公開。
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■結婚後の女性の仕事 変
化
す
る
若
者
の
意
識

　
私
は
１
９
８
７（
昭
和
62
）年
か
ら
５

年
お
き
に
、関
西
の
複
数
の
大
学
で
学

生
た
ち
の
価
値
観
や
社
会
意
識
に
関
す

る
調
査
を
継
続
し
て
き
て
お
り
、そ
の

中
に
は
、性
別
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て

き
た
慣
習
に
対
す
る
学
生
た
ち
の
意
識

を
尋
ね
た
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、結
婚
の
際
に
夫
婦
の
名

字
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
う
か
、女
性

が
仕
事
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
ど
う
思

う
か
、さ
ら
に
は
家
事
や
育
児
の
分
担

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
っ
た
質
問
で
す
。

そ
の
回
答
傾
向
の
変
遷
を
見
る
と
、

２
０
０
０
年
前
後
を
境
に
学
生
た
ち
の

意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す【
グ
ラ
フ
参
照
】。１
９
８
０
年
代

か
ら
90
年
代
は
、性
別
に
基
づ
い
て
構

築
さ
れ
て
き
た
古
い
慣
習
に
対
す
る
否

定
的
な
意
識
が
確
実
に
増
え
て
い
ま
し

た
が
、２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
伸
び
が

止
ま
り
、２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
実

施
し
た
５
回
目
の
調
査
に
お
い
て
は
明

ら
か
に
逆
転
傾
向
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
逆
転
の
主
役
は
、男
子
学
生
で

は
な
く
女
子
学
生
で
す
。男
子
学
生
は

「
草
食
系
男
子
」が
多
く
な
っ
て
お
り
、

古
い「
男
ら
し
さ
」の
価
値
観
を
継
承
し

て
お
ら
ず
、家
事
も
育
児
も
担
う
気
持

ち
を
当
た
り
前
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
他
方
、女
子
学
生
の
場

合
、そ
の
少
な
く
な
い
割
合
が
、雇
用
機

会
均
等
法
第
１
世
代
が
バ
リ
バ
リ
働
き

続
け
て
独
身
の
ま
ま
40
歳
代
に
突
入
し

た
姿
を
見
な
が
ら
、「
結
局
、仕
事
に
こ

だ
わ
ら
ず
、結
婚
し
て
子
を
持
っ
た
女

性
の
方
が
幸
せ
な
の
だ
」と
結
論
づ
け

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
期
待
す
る
も
の

　
私
は
、そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
見
、ま

た
女
子
学
生
か
ら
直
接「
理
想
は
専
業

主
婦
で
、子
ど
も
の
た
め
に
家
に
い
て

あ
げ
た
い
」と
い
う
意
見
を
聞
く
た
び

に
、こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。「
確
か
に
親

に
な
る
こ
と
は
素
敵
な
こ
と
だ
け
れ

ど
、そ
れ
を
優
先
す
る
た
め
に
、仕
事

を
や
め
る
な
ん
て
発
想
を
し
て
い
て
は

だ
め
だ
よ
。
男
も
女
も
、仕
事
も
家
庭

も
両
立
で
き
る
社
会
に
日
本
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、次
代

を
担
う
君
た
ち
が
、今
の
日
本
社
会
で

は
両
立
は
難
し
い
の
で
、な
ん
て
言
っ
て

い
た
ら
、社
会
の
仕
組
み
は
永
遠
に
変

わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
。私
た
ち
は

仕
事
も
続
け
た
い
し
、家
庭
も
持
ち
た

い
と
言
い
続
け
な
い
と
だ
め
だ
よ
」と
。

　
私
の
言
葉
を
聞
い
て
い
る
女
子
学
生

た
ち
の
顔
に
は「
理
想
は
そ
う
か
も
し
れ

な
い
で
す
が…

」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

で
も
、こ
う
し
た
保
守
化
と
言
っ
て
よ
い

女
子
学
生
た
ち
の
意
識
も
、東
日
本
大

震
災
で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
少
し
期
待
し
て
い
ま
す
。豊
か

す
ぎ
、平
和
す
ぎ
た
日
本
の
中
で
は
、私

生
活
中
心
主
義
で
楽
に
楽
し
く
過
ご
す

の
は
当
た
り
前
で
、そ
の
た
め
に
は
専

業
主
婦
が
い
い
と
い
う
選
択
に
な
っ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、今
回
の
大
震
災
を
経

て
、多
く
の
人
の
心
に
自
分
も
で
き
る

何
か
を
し
な
け
れ
ば
、と
い
う
思
い
が
ふ

つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
て
い
ま
す
。働
く
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。若
い
学
生
た
ち

は
時
代
を
感
じ
取
る
素
直
な
感
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
学
生
た
ち
に
と
っ

て
、今
回
の
大
震
災
は
生
き
方
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
り
う
る
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

女子学生の保守化と男女共同参画社会
関西大学社会学部教授　片桐 新自さん

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜

24.2

33.3

43.8
56.7ずっと続ける

結婚まで

子ができるまで

つ
と
む

か た  ぎ り 　 　しん 　 じ

わ
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ひょうご人権ジャーナル

ひろげよう こころのネットワーク

兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発協会

兵庫県人権啓発活動
シンボルマーク

2011年
（平成23年） 6

女
性

と
も
に

輝
く
時
間
を
求
め
て

と

　
　き

特
集
テ
ー
マ

6月23日～29日 男女共同参画週間
「男女共同参画社会基本法」の目的と基本理念に関
する国民の理解を深めるため、同法が公布された6月
23日から1週間を設定。その間に男女共同参画社会
を促進する各種行事などが全国的に実施されます。

F l o w e r  S h o p

データで見る兵庫県の男女共同参画

三崎秀央さん（兵庫県立大学経営学部教授）

2

赤穂らじお（赤穂市）

ともに働きやすい社会をめざして
－ ダイバーシティ・マネジメント －

3

従業員のニーズにこまやかに対応し
だれもが長く働ける職場に
山陽特殊製鋼株式会社（姫路市）

女子学生の保守化と男女共同参画社会
片桐新自さん（関西大学社会学部教授）

ひょうごDV被害者支援連絡会（HYVIS）

4

DVのない社会の実現をめざして

まちのKIZUNAリポート6

情報ぷらざ8

WATCH7

5

情報ぷらざ

　兵庫県や兵庫県議会、地方4団体が中心になって、民
間団体の協力も得て「東日本大震災兵庫県義援金募集委
員会」を設立し、被災者支援のための義援金を受け付けて
います。阪神・淡路大震災では国内外から多くの支援をい
ただき、互いに助け合うことの大切さを学びました。この
教訓を生かし、温かい支援を送りましょう。

（公財）兵庫県人権啓発協会　〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15　県立のじぎく会館内
　　　　　　　　　　　　　TEL 078（242）5355　FAX 078（242）5360 info＠hyogo-jinken.or.jp

兵庫県人権啓発協会 検索 2011（平成23）年6月発行

　毎月、新刊図書を紹介していますが、今月号の
「くじけないで」を決めるにあたり、書店や図書館
で何冊かの詩集を見ていると、言葉の持つ力の
大きさをあらためて実感します。一言一句が人
の心を動かし、考えるきっかけを与える。その影
響の大きさは測り知れません。

　対して本誌「きずな」の編集においても、多く人から意見が寄せ
られ、あらゆる立場の人々に配慮しながら作っていますが、後日読
み返すと、不十分な箇所が多々あり反省することしきりです。詩集
にある「ことば」という作品を読んであらためて、そのことを考えさ
せられました。寄稿や取材を受けてくださった皆さんの思いを間
違いなく県民の方々に伝えるため、勉強の日々が続きます。（田中）

ハーフ
タイム

受付期間／ 6月30日（木）まで
募金方法／下記口座にお振り込みいただくか、募金箱（県機関
　　　　　や市町機関などに設置）にお願いします。

問い合わせ窓口／東日本大震災兵庫県義援金募集委員会事務局（兵庫県防災企画課内）
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078（362）9898・9870（9:00～18:00） ※当分の間は土曜、日曜、祝休日も対応
FAX 078（362）9911・9914

※振込手数料が別途必要です
※この口座は税法上の寄附金控除、法人税法上の損金算入の対象となります

全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間

神戸地方法務局・兵庫県人権擁護委員連合会

　人権啓発のラッピングバスをご存じですか。絵本
作家、永田萠さんによる妖精たちがクローバー畑で
遊んでいるイラストが車体側面に描かれ、道行く人た
ちの目を楽しませています。阪神（阪神バス）、東播
磨・中播磨・西播磨（神姫バス）、淡路（淡路交通）の
各地域で運行中です。

人権擁護委員・法務局職員が「いじめ」や児童虐待など、子どもに関するさまざまな人
権問題について電話相談を受け付けます。秘密は厳守します。
●期間／6月27日（月）～7月1日（金）8:30～19:00、7月2日（土）・3日（日）10:00～17:00
●相談電話番号／ TEL 0120-007-110（全国通話無料）

小野市男女共同参画センター
講演会

●日時／ 6月26日（日）14：30～16：30
●場所／小野市うるおい交流館エクラホール ※神戸電鉄小野駅から、らんらんバスで約7分
●テーマ・講師／「デートDVと恋愛」上村茂仁さん（ウィメンズクリニック・かみむら院長）
●問い合わせ／小野市男女共同参画センター　TEL 0794（62）6765（要申し込み）

加古川市
明日をひらく人権のつどい

●日時／ 6月26日（日）14:00 ～
●場所／加古川市民会館　※JR「加古川駅」からバス「市役所前」下車すぐ
●内容／コンサート「心に届く愛の音色～女と男のハーモニー」　出演:ESPERANZA
●問い合わせ／加古川市人権施策推進課　TEL 079（427）9356（要申し込み）

人権啓発バスが運行中です

イベントガイド

郵便振替口座：00910-3-322340
口 座 名 義：東日本大震災兵庫県募集委員会

「東日本大震災兵庫県義援金」を受け付け中です
東日本大震災で被災された多くの方々に心からお見舞い申しあげます。
阪神・淡路大震災の被災地から温かい支援を送りましょう。

ひと ひと エ ス ペ ラ ン サ


